
　

現
在
、
神
奈
川
県
下
で
「
鉄
道
の
無
い
町―

中
井
町
」
で
す
。
明
治
か
ら
昭
和

初
期
秦
野
か
ら
井
ノ
口
を
通
り
二
宮
駅
ま
で
「
湘
南
馬
車
鉄
道
」「
湘
南
軽
便
鉄
道
」

が
走
っ
て
い
た
時
代
を
知
る
方
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
前
後
の
歴
史
を
少

し
神
奈
川
県
西
部
地
域
に
拡
大
し
て
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

「
軽
便
鉄
道
」
と
い
う
と
県
西
部
で
、
小
田
原
か
ら
熱
海
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

小
田
原
市
民
で
も
曽
我
山
の
向
こ
う
の
中
井
町
に
そ
ん
な
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
事

を
知
ら
な
い
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
明
治
三
十
九
年(

１
９
０
６)

小
田
原
か

ら
熱
海
ま
で
温
泉
客
輸
送
の
客
車
一
両
を
ひ
く
軽
便
鉄
道
の
蒸
気
機
関
車
が
熱
海

駅
前
に
現
存
す
る
静
態
展
示
さ
れ
て
い
る
機
関
車
で
す
。
元
々
の
人
車
鉄
道
に
替

わ
る
温
泉
客
の
輸
送
に
使
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
に
開
通
し
た
「
湘
南
馬
車
鉄
道
」
は
、
秦
野
の
葉
煙
草
専
売
公
社
か
ら

茨
城
や
、
東
京
や
、
鹿
児
島
の
工
場
へ
の
良
質
な
葉
煙
草
原
料
の
輸
送
や
、
横
浜

港
や
東
京
へ
の
落
花
生
や
、
丹
沢
の
木
材
や
綿
織
物
の
輸
送
と
、
東
海
道
線
か
ら

の
「
大
山
詣
で
」
の
お
客
の
輸
送
に
、
馬
車
鉄
道
の
輸
送
量
で
は
賄
い
切
れ
な
い

状
態
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
煙
草
専
売
公
社
を
秦
野
に
持
ち
込

ん
だ
伊
藤
博
文
元
総
理
は
、
晩
年
大
磯
の
別
荘
に
永
住
し
、
馬
車
鉄
道
を
利
用
し

て
専
売
公
社
へ
視
察
に
度
々
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
既
に
、
そ
の
頃
「
こ
れ
か
ら
は

馬
車
の
時
代
で
は
無
い
」
と
蒸
気
機
関
車
で
の
輸
送
を
予
測
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

明
治
四
十
二
年
（
１
９
０
９
）
中
国
奉

天
で
暗
殺
さ
れ
亡
く
な
り
ま
し
た
。
伊

藤
総
理
の
影
響
を
受
け
た
馬
車
鉄
道
の

株
主
達
は
、
明
治
四
十
五
年
に
は
、
山

梨
の
鉄
道
王
・
雨
宮
敬
次
郎
率
い
る
、

新
た
に
手
掛
け
た
鉄
道
会
社
・
製
作
工

場
を
持
つ
「
大
日
本
軌
道
株
式
会
社
鉄

工
部
」
（
後
の
東
京
雨
宮
製
作
所
）
に
、

三
台
の
蒸
気
機
関
車
を
発
注
し
、
そ
の
後
、
二
台
、
合
計
五
台
の
機
関
車
を

発
注
を
し
て
お
り
、
大
正
二
年
（
１
９
１
３
）
の
「
湘
南
軽
便
鉄
道
」
の
開

通
に
漕
ぎ
つ
け
る
の
に
大
き
く
影
響

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
の
大
正
初
期
の
好
景
気
の

時
代
に
は
、
秦
野
に
出
来
た
陸
軍
の

飛
行
場
へ
の
飛
行
機
や
、
部
品
・
武

器
の
輸
送
も
し
て
お
り
、
秦
野
で
起

こ
っ
た
、
水
車
利
用
の
軍
需
産
業
や
、

後
の
自
動
車
部
品
の
製
造
に
も
貢
献

し
輸
送
面
で
も
大
い
に
役
立
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
山
梨(

現
甲
州
市)

出
身
の

鉄
道
王
・
雨
宮
敬
次
郎
は
、
弘
化
三

年
（
１
８
４
６
）
九
月
に
筆
頭
名
主
雨
宮
惣
右
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、

明
治
四
年
（
１
８
７
１
）
に
横
浜
で
蚕
種
紙
相
場
を
中
心
に
ド
ル
・
銀
相
場
で

の
投
機
事
業
を
繰
り
返
し
、
明
治
九
年
（
１
８
７
６
）
に
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
約
七
か
月
視
察
し
、
翌
年
に
東
京
で
製
粉
工
場
（
後
の
日
本
製
粉
）

を
立
ち
上
げ
、
そ
の
後
軽
井
沢
で
開
墾
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
当
時
富
国
強
兵
、

殖
産
興
業
を
図
る
た
め
に
は
、
交
通
機
関
の
発
達
と
製
鉄
事
業
の
興
起
を
図

ら
れ
な
け
れ
ば
と
力
説
し
、
伊
藤
博
文
や
、
福
沢
諭
吉
と
の
交
流
を
深
く
し
、

鉄
道
と
製
鉄
の
経
営
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
二
十
一
年

（
１
８
８
８
）
に
甲
武
鉄
道
（
後
の
中
央
本
線
）
の
取
締
役
に
な
り
、
以
後
、

川
越
鉄
道
、
北
海
道
炭
鉱
鉄
道
、
江
の
島
電
鉄
、
熱
海
鉄
道
な
ど
の
鉄
道
事
業
や
、

製
鉄
事
業
な
ど
の
経
営
に
携
わ
り
活
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
に
鉄
道
建
設
事
業
が
な
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
支
援
者
や
協

力
者
の
尽
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
化
財
保
護
委
員　

尾
上　

仁
郎)

　

町
の
文
化
財
あ
れ
こ
れ　

其
の
七
十
九

湘
南
馬
車
鉄
道
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湘
南
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便
鉄
道
の
歴
史(
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